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。
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が
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あ
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得
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問
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す
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に
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マ
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:義

農
法
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ラ
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の
大
抵
；の
地
方
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に
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い
て
い
ま
だ
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ら
れ
ず
、
休
作
地
制
度
が
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に
普
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し
て
い
た
。
こ
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に
対
す
る
西
科
全
書
派
の
態
度
は
：
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か
な
る
急
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な
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化
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し
て
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こ
と
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あ
っ
た
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農
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者
と
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ら
れ
る
ル
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ら
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獲
す
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作
物
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土
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が
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す
る
栄
養
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ど
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こ
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す
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す
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し
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作
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熱
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に
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し
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た
。
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作
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間
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一.

般
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あ
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ジ
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ド
ロ
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農

^
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対
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蔑
し
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0 ,
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が
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体
作
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土
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作
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る
こ
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事
情
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主
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し
た
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す
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れ
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す
る
と
と
が
樊@ 

.'
/
さ
れ
た

:

れ
f
j
と

が

禁

じ
ら

れ
て

：
い
た
：：

C
- W
，
八
九
色
。

7.1:
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に
現
わ
れ
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一
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に
は
じ
め
て
、
休
作
に
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す
る
非
難
の
：記
述
が
現
わ
れ
た
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作
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著
者
は
、
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.タ
ル
：農
法
を
厳
密
に
紹
介
し
な
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ら
ぃ
：作
物
栽
培
：の

* ：
冷
の
唯

- -
め
必

f

は
熱
と
水
分
で
あ
り
、
土
中
の
#
畠 

体
は
収
獲
を
続
け
る
う
え
に
有
害
で

.あ
る
と
逾
ベ
、
違
っ
た
作
物
を
交
互
に
収 

穫
ず
る

.な
ら
ば
、
土
地
を
休
閑
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ず
る
こ
と
は
愚
で
あ
る
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結
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し
た
。
彼
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を
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す

.る
す
べ
そ
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1
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作
に
関
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主
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あ
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止
を
要
求
し
た
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遣
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耘
の
間
題
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農
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業
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け
る
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初
の
過
程
は
、
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子
を
違
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し
管
理
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仕
事
で
あ
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た
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ど
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作
業
に
ば
早
べ
か
ら
特
別
の
注
意
が
向
け
ら
れ
、
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子
は
、
播

^

刖
に
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'
>'.
.あ

と
齡
と

'の
黑
穂
病
や
虫
害
を
避
け
る
た
：め
、
水
に
浸
す 

ベ
ぎ
こ
と
が
教
え
ら
れ
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来
た
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か
か
石
取
敬
い
は
決
し
て
新
し
い
も
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で
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.
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か
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た
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全
書
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稿
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の
よ
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々
な
仕
方

^

つ(
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セ
相
対
的
な
利
点
が
述
べ
ら
れ
い
や
し
く
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:
種
子
は
播 

.
-か

れ
石

^

え
に
か

.か

.る
极

.い

.を
受

#

0 ,
べ
.き

か
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う
か

^
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.
.

つ

い
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て
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目

.の
執
筆
者
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、
ぃ
農
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校
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だ
サ
ル
：セ
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.
ド
ゥ
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ス
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ィ
エ

.

.丨
ル

.

.で
、
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彼
は
、
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播
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え
に
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手
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灰
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に
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す
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を
熱
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(
街
床
を
用
意
_

る
：こ
政
に
関;1
>
セ
’
。百

璧

書

派

は̂
何
闾
奴
权
鋤
返̂
を
：

)

、
 

お
こ
な.
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。
い
わ
く
、

「

小
麦
の
収
穫
の
た
め
に
は
三 

つ"の
茧
要
な
条
件
が
あ
る
？
：：す
な
わ
ち
土
地
を
整
備
參

&
幺
,>
,/
:
土
地
を
：肥
沃
ハ 

' :
に
す
る
と
と
、#
べ
の
雑
草
や
害
與
を
駆
除
す
る
£.
今

：ー
こ
れ
.
で
：あ
る0:
:第

：$ 

の
：こ
之
は
、
：何
回
も
の
鋤
返

:1
>.
に
：よ
り
、：

.
3
:回
か
ら
友
回
ゆ 

.
可
能
で.
あ
.̂
/
第.
1.ー.の.
.
>̂:
は
、
：
..
肥
料
に
，よ
る
。
；

..第
三.
.€
>.
0 

:

に
^
!

す
る
雑
草
め
若
芽
を
家
畜
に
喰
わ
せ
る

.
AV-
と
に
：よ
.
マ
て.
可
能
で
あ
， 

る
1-
と
^
- !
•■
:三
三
、六>
:°
類
似
し
た
忠
告
が
し̂

三
回
も
し
く
は
そ
れ
以
上

.Q

鋤
返
し
が-
般
に
奨
励
洛
れ
.
て
い
た
。
.例
え
ば
秋
：
 

に一

回
、.
春
に
ー
回
お
こ
な
い
、
冬
穀
を
播
種
す
る
ほ
と
ん
ど
直
前
に

 
一
一
®

目 

を
お
こ.
な
う
：の
で
あ
る
，

(

秫
遗
I

V
六
九
三)
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'
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鋤
返
し
の0
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つ
い
て
考
察
し
た
苗
科
全
書
派
は
、
播
種
と

.
い
.う
疑
問
の 

多

い

醒

，に
到
着
し
た
。

一
般
的
に
い
？

て

、

穀
物
を
う
す
く
播
く
よ
う
忠
告 

.
す
る
論
者
は
、
、普
通
一
ア
ル
パ

.
ソ
に
播
か
れ
て
い
る'±
り
も
1!芬
.
の
士
_す
く
な 

く
す
る
よ
う
奨
励
し
.
た
。''い
わ.
く
、「

小
麦
が
う
す
播
き
な
ら
ば
、
倒
れ
る

)j

と
'
 

が
す
く
な
い
。
塞
は
よ
り
丈
夫
で
あ
る
。
穂
は
大
き
く
、
た
く
さ
ん
つ
く
。
収

；
 

獲
は
よ
り
大
で
あ
る

」

.
と(

W
•
三
三
五

>
。
，

し
：か
し
果
し
て
う
す
播
き
す
れ 

ば
、
鋤
返
し
が
可
能
と
な
る
た
め
に
、
収
獲
が
多
く
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か

。
. 

こ
の
点
を
め
ぐ
っ

V

深
刻
な
対
立
が
あ
っ
た
0
ル.

ロ
ヮ.
は
、.
う
す
播
.き
の
効 

果
に
つ
い
て
疑
間
を
抱
き
、
.む
し
ろ
肥
料
を
十
分
に
与
え
る
こ
と
に
よ
り
一
層 

め
闕
心
を
向
け
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
、

-H
回
も
雜
適
す
こ
と
：の
効
用
に
つ

い
て
疑
間
を
感
じ'

て.
い
た
。
何
回
も
の
.鋤
返
し
と
い
う
こ
と
に
よ

っ
て
彼
が.
考
：
 

え
た
こ
とは
.、
単
に
雑
草
の
成
長
を
容
晶
に
す
る
と

い

う.こ，.

と
で
あ
っ
た
。
輝
 

は
列
綠
え
.に
つ

い

て意
見
を
述
べ
な
いが
、

し
か
し
、.
雑
草
は
手
に

4
?

て
だ
：
 

け
繁
的
に
抜
く
こ
と
が
で
き
る
と
途
べ
て
、

㈣
ポ
し
に
間
接
的
に
反
対
し
て

へ

い

按

聚

•
.
一

 m
i

一
.

五̂
.

「

播

種1--
'

:
^

い
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
も
し
播
き
方
が
薄

U 

と
'、「

そ
の
箜
所
に
ぼ
霜
す
る
こ
と
が
囷
難
な
ぼ
ど
め
雑
草
が
坐
長
す
る
で 

あ
ろ
う」

..-
-:>
述
：べ
：て
警
告
す
る
：の
：で
あ
る

0
'0
こ
；の
項
目
の
著
者
は
、
：実
験
の
成 

,

果
を
そ
の
ま
ま
.
実
地
に
応
用
す
る
.
こ'ど.
が
で
き
な
い
：と
し
、
整

然

た

る

裂

き

'
 

を
廃
し
て
密
植
に
よ
.
る
収
獲
を
、
唯

1

の
実
際
的
方
法
ち
し
て
主
張
し
た
の
で 

:

あ
；っ
：たc
w
-

-A
四
§

ノ
こ
の
こ
と
ぼ
、
百
科
全
書
の
ど
め
部
分
に
も

^
 ̂

き
に.
対
す
る
支
持
が
な
が
.
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ジ
ィ
ド
户 

は
、：
，播
種
の
た
め
ぬ
若
干
の
エ
夫
と
述
べ
、
そ
し
て
そ
れ
を
ハ

「

確
実
な
成
果
を 

と
も
な
う
工
夫

」

.
と
し
て
賞
賛
し
た0:
ジ
へィ
ド

ロ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
め
工
夫 

は
撞
子
を
経
済
に
し
、
，：よ
ヴ
大
き
な
取
■獲
を
も
た
ら
す
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
て
い 

t

W
.
.九
四
七)

0
ま

た

ジ
3
丨
ク
ー
ル
の
執
筆
に
な
る

...

「

い
が.
ま
め」

に
.
 

関
す
る
項
目
で
も
、
う
す
く
播

V

方
法
が
強
く
支
持
さ
れ
た
。
従
っ
て
そ
れ
は
、 

.
間
接
的
に.鋤
返
し.
に
対
す
る
支
持
を
意
味
し
た
。
彼
は
い
が
、ま
め
を
燕
麦
も
し 

く
は
：大
麦
と
：
―-
緒
に
つ
く
る
と
ー
と
：を
奨
励
：し
た
。

.
し
か
し
彼
に
よ
れ
ば
、
も
し 

穀
物
が
：あ

ま-0
に
密
に
播
か
れ
る
か
、
も
し
く
は
倒
れ
る
か
す
れ

.
ば
、
.
い
が
ま 

办
の.
生
長
は
妨
害
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
..彼
は
い
が
ま
め
の 

别
を
穀
物
の
冽
か
ら
灘
す
こ

.
と
を
主
張
し
た
.(

列.
五
一
八)

。
ま
た
、
ド
ウ
•
ジ

'ョー

ク
ー
ル'は
、「

播
種」 .
の
項E

に
お
い
て
列
植
え
の
考
え
に
反
対
し
た
け
れ 

ど
も
、

「

雑
裏
に
関
す
る
項

E

で
は
裂
き
の
方
法
に
賛
成
し
だ
。
。す
な
わ
ち 

彼
は
、
雑
草
が
つ
ね
に
貧
民
の
よ
う
に
我
.々

と
と
も
に
あ
る
と
と
を
自
し
ん
だ 

あ
と
で
：、'

「

雑
草
を̂

^
し
そ
し
て
駆
除
す
る
今
日
に
お
け
る
最
上
の
方
法
は

、
. 

穀
物
が
生
長
し'て
い
る
あ
い
だ
、
タ
ル
の
方
法
に
よ
：：？
て
、
鋤
返
し
を
続
け
る
こ

：'' 

と
.

で
あ
る」

と
結
論
し
た
，
，

(

观
：•
一
四
八)

。
従
っ
そ.ぞ
れ

は

裂

き

.に
対
す
る 

支
持
を
意
味
し
：た
。

I.

般
的
に
い
って

、

蓮

で

は

、

裂

き

が

、
：

'「

発
芽」

，

と
- !
鎅
作
者1-
な
る
ニ
つ
の
項
因
に
お
い
て
熱
心
に
主
張
さ
れ
で
：い
：る
。

.

:と
く 

に『

発
芽」

'の
項
^
こ
の
点
が
顕
著
で
も
ら
た

0
す
な
：わ
：ち
そ
こ
で
は
、
穀
物

. 

双
華
の
大
き
さ
と
数
は
根
の
力
に
よ
々
、
稂
の
力
は
何
回
も
の
鋤
返
し

に
よ
り
へ 

葉
さ
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
&
 
.(

柿
遺1
'

こ
ニ
ぺ1
-
マ 

''農
具
。.
ジ'ィ
ド..口
は
鋤
を
耕
作
の'た
め
の
基
本
.
的
な
道
具
と
定
義
し
、
そ
し

. 

て.
肖
時
ブ1

フ
ン
：ス
に
お'い.
て
一
，
般
に
篇
さ
れ
て
い
た
鋤
が

.
古
典
古
代
の
.鋤
よ 

り
も
優
秀
で
あ
：々
_

と
確
信U
た
？.
ま
た
ジ
ィ
ド
ロ
は
、
：
戴

：の
目
的
が
雑
草

.
;■ 

を
^
^
し
土
を
細
か
く
す
る
.
こ
と
に
あ
る
と
み、.̂_
の'目
的.
に
適.
ず
る
最
上
め-. 

道
具
は
、
.
た
と.
え
大
規
模
経
営
に
は
実
際
的
で
な
い
と
し
て
も
、
く
好

Î
あ
る 

と
生
張
じ
た
。
彼
は
タ
ル
'0
見
解
に
賛
成
し
、̂
を
改^
し
て^
よ
り
も
も#

と
深i

作
し
、
も
っ
2
^
1
的
に
土
を
細
か
く
で
：き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
.？ 

る
と
し
た
。
し
か
し
彼
は
タ
ル
：の
主
張
す
名
よ
う
に
、
：；鋤

^ '
も
っ
て
一
〇
ィ'/
'; 

チ.
、f'T

一
 
ィ
，ン
チ
な
い
し

.
一
四
ィ
ン
チ
の
深
耕
が
可
能
が
:̂
う
か
に
つ
い
て
は
. 

疑

響

感

じ

：て
，
い

.
た

勢
--
;
ニ
ユ
：六
；
-

て
い
え
ば
、
十
八
世
紀
。
 

の
：フ
：ラ

.
シ
：ス.
に
：は

新

型

の
% '
办
が.
い
ま
だ
現
わ
れ̂
い
な
い
。1
ま
ぐ
わ」

-
^̂
^

.

.'■
書

.：
,
評
; '
.■
'
',
パ.

関
す
る
項|:
|'
で
は
、
.
播
種..の
前
後
に
、
ま
ぐ
わ
'の
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
奨
励
さ 

れ
た
？
と
く
に
種
子
に
対
す
る
土
か
け
に
は
ま
ぐ
わ
の
使
用
が
.強
調
さ
れ
て
い 

fc
:(

M;
'
T 
八
.
$
。.
.
',
•

人
土
地
を
播
_

に
都
合
よ
く
す
る
た
め
：鋤
と
ま
ぐ
わ
に
依
存
す
べ
き
で
あ
る
と 

:
^
%
に
関
じ.
て
？# :
科
金
書
派
は1
致
し
て
い
る
。
し
か
し
播
種
.の
た
め
の 

道
具
の
：間
題
と
い
ヶ
こ
>

に
な
る
と
、
.
必
ず
し
も
ー
致
し
て
い
な
い
。
：
考
案
さ 

4
た
潘
種
機
吖
導
入
に
際
レ
て
、

.

.
西
科
全
書
派
は
、：
そ
れ
が
平
均
し
：た
、
規
測 

»

正
し
い
播
種
を
可
能
な
ら
し
め
る

.
と
思
わ
な
い
。
}
平
均
し
て
潼
子
が
播
か
れ
る 

た
：め
：
^
は
？
瀋
種
機
が
規
則
正
し
く
運
転
さ
れ
、
：そ
れ
を
引
く
役
畜
が
一
定
の

. 

:

速
度
：で
_

本
の
へ
と
仮
定
ざ
れ
な
け
称
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
播
種
機
は
石 

::
と
故
障
に
よ'つ
ず
ぞ
の'
デ
定
の
進
行
を
妨
害
さ
れ
る
。
あ
し
て
平
均
し
；て
規
則 

B
し
^

>

と.
い
：ぅ
当
初
.
の
自
的
ば
阻
害
ざ
れ
る
。
と
れ
に
反
し
て
？
経
験
あ 

る
農
夫
の
宇
は
、
.
最
上
の
播
種
を
可
能
な
ら
1 .
ー
め'る
。'.
そ
れ
は''-

故
を
起
さ 

.

ず
、
作
業
に
.
ぉ
ぃ
で
確
_

で
知0-
:

、'
:奮
に
調
達
が
で
き
出
費
が
す
く
な
ぃ

」

：
 

(

想
*.

四
ー
ー0.
祐

藝

書

で

：：は

そ

ぅ

論

1 :
:
ら
れ
た
：
0
^
か
^

•
が
磐
さ
れ
る
時
期
ぬ

^

ニ
が
识
る
見
解
に
も
大
き
な
変
化

^

現
ゎ
れ
た
。

.:「

播
稹
機.J:

に
う
分
て
め
瑱
目
で
は
タ
そ
の
利
用
義
心
に
す
す
め
ら
れ
て
い 

.
る
;"
:
.
し

が

.
し

こ
>-
;:
$
糖

さ

れ

た©
は
、;̂
七
世
紀'末
に
'ス

パ
ィ
y
人
に
よ
り
：
 

(

発
明
ざ
胙
た
瓶
種
機
で
ぁ
っ
£
。..
こ
©:
:
霞
機
ゆ
鋤
紀
耽
ゥ
つ
.
け
ら
れ
た
。
ぞ 

:
し
て
こ
れ%
使
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
三

.
つ
の
敏
を0
く

り

、

そ
'
の
畝
に
同 

じ
®

で
種
子
を
落
し
、

一
度
に
な
ら
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
発
明
者
は
ス 

'
ぺ.
ィ
><.
鼠

朝

愁
販

壳

ぬ̂
%
*
を
得
、;:
ョ
：
リ
：ロ
；
：
ス

-
i

 

チ



で
广
ョ
丨
ロ
ッ
.パ
の
外
部
に
は
三

.
一j

リ
ア
ル
で
売
却
し
て
い
た
。
ど
の
項
目
の

'

て
義
者
は-
1«
に*

る
播
種
成
不
平
均

「

に
な
苓
ど.1>
;.
:
?
播
霞
な

便

用

を

奨

励

拓
- '
'.
:

た

M
遗
W

•
七
六
六)

。

収
獲
を
機
械
化
し
ょ
う
と
い
う
意
図
は
、
十
八
世
紀
の

.
フ
ラ
ン
ス
に
は
い
ま
.

.
だ
現
わ
れ
な'か
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。

一
般
に
い

.
？
て
、
貴
重
な
小
麦 

,'
:
は

逾

に.
よ
-?
て_

思
深
：

V
：

切
^'
れ
,̂
蓽

故

囊

虼^ '
フ
で
观
ら
托
て：̂

-

多
く
の
地
方
で
、
殼
物
取
入
れ
の
た
め
に
大
鎌
を
使
用
す
る
こ
と
は
,
ル
さ
れ 

:.
泰
プ
糸
の1 |
准

(

：
,&
の
道
具
を
用1̂
れ
ば
、
.
：
：
蘭
が
：短

參

別

^
れ
、
章
が,
^
^

め
贫
乏
な
農
民
の
落
穂
拾
い
が
で
き
な
く
な
る
た
め
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
ジ

ィ
潔
口
ー
钱
っ
遽
が
乾
寧
の
勒
^
に
屬
允
あ
各
ぉ
明
言
—

广
皲
物
發̂

:
' ,,

.
■れ
：■の^
於
ゆ
は̂

^
を
使
用
-̂
べ
ぎ.
：ご....と
を.
主
張.
'̂

た
':
°
^
^
:..̂,
四
每
：五

)

:0.
'他.

の
箇
所
で
ジ
ィ
ド
.
ロ
は
、
大
鎌
の
使
用
が
す
べ
て
の
草
の
刈
取
り
と
、
小
麦
を 

*

べ
駿
物
の
取
入
れ
私
適
当

.
で
ぁ
；る
ど
ぃ
ガ
'
_
,
三

參
 

■'
:,
新
種
。
.

百

愛

書

に

：

お
：：い
：：

て_

:
ir
種
導
A
ô,

計
爾
がl
^
学
者
の
側
か
ぢ：',.

:

提
起
ざ
れ
て
：い
た
。
：す
な
わ
ち
ゼ

—

：べ
ジ
：ト
：シ
ば
、
農
学
や
植
物
学
の
：自

抓

が

ハ

.
 

;

単
に
既
存
の
も. 0

:

を
改
良̂

る
だ
げ
に
：あ

る

の

；で

^

な̂

」

そ
© .

性

格

を

変

化
：'

'.
'
 

す.

る.

*.-
と.

に.

も.

あ
，
る

>

述.

べ
へ
；

‘

新
種
の
も
の

.

を.
.

創

造

す

る
-

と
が
で'

き
な.

.

い%.;

^
か
於
う
か
と
：い

5
疑
問
を
提
出
し
た
。
そ
じ
て
彼
は
露
国
か
ら
新
種
の
作

■ 

;
物
を
導
入
す
る
：
-
土
を>
壬
張
し
た
デ
_
い.
わ
ぐ
、-1

:
^
レ
、

モ
キ、.
ア
：
ソ
ズ
.、
：

)
ク 

■
リ
ほ
露
国
か
ち
移
入
さ
れ
た
。

.'
■

.-•我
^
の
気
候
に
非
常
に
弱
い
と
思
わ
れ
る
他

’V  

の
多
く
の'%
の.
：も
、
も
し
徐
々
に
な
ら
さ
れ
る
な
ら
ば
、

_

に
成
功
す
る
：の 

:
で.
は
な.
い.
か」

と
::(

I.
:r
lu.

三
三)

。'-
:.

五
六
：0:
1:0
七
：六) 

'百
科
全
書
は
、
雑
槿
の
創
造
，に
成

‘功
し
た
例
に
つ
い
て
述
べ
'
.
で
い
な
い
。.し
：
 

百
1

竇
は
、V外
国
か
^
の
：新
種
：の| 1
'
み
の
た̂

に
.、
.ま
た
す
で'に
.フ
.ラ 

ン
.ス
-
.
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
種
々
な
^
物
の
普
及
の
た
め
に
、
相
当

f

な
努
力
の
払.

 

わ
れ
.た
こ
と
を
汞
し
て.い
る
。
家
畜
の
飼
育
の
た
め
に
、
そ
こ
で
：は
種
：々

な
乾 

草
や
さ
や
ま
め
に
つ
い

V

考
慮
さ
れ
て
い
た
。
'そ
れ
ら
の
う
ち
に
は
、
例
.え
ば 

^
潘
ず
：の̂
ん
：ど
う
ガ
あ:0
:̂
9
,そ
れ
：は
燕
素
と
：
--
*緒
£
播
か
れ
、
：五
；月
十
五 

&
以
降
迄
別
ぢ
钱
：；そ
^;
_
燕
麦
に
主
超
て
ー
家
齋
の
；
飼
料
に
：供
ざ
れ
た
。
い 

が
ま
め
も
ま
た
飼
料
と
し
て
熱
心
に
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
.も
し
こ
の
い
が 

';し.ま
為
を
:>
;?
次
ル
氏
の
新
し|い
方
法
に
従
ギ
て

」

：栽
培
す?>
:
な
.ら
'ぢ
 

..
ン
。チ.ぃ
四
.ィ
.
.
.

：.ン.̂.

な(

い
.
.
し
.：五
.ィ
シ
^,
.
.
の
.
.
長
.さ
の
.赤
い
花
を
，
'
.
つ
.け
、.
.
.
'
.

五
-フ「

ィ
I
ト 

.,:
-
1̂
ず
る
塞
を
特
づ
と'と
游
で
き
を
ヤ
あ
ろ5:
;」

.

.と
'
:い^
扣
た
0.
い
が
ま
め
を 

1

ア
ル
パ
ン
に
播
け
ば
、

「

三
〇
ア
ル
。へ
ン
も
し
く
は
四
0
ア
ル
パ.ン
の
双
 ̂

■
吃
西
^

奋̂
ほ
ど
ゆ
飼
料
を
生
産
ず
る
ご
ど
が
で
き
る

」

と
い
う
。
つ
.め
ぐ 

、
ざ
も
ま̂

土
地
^
純
ず
る
ぞ
办
影
響
と
、
上
質
の
乾
草
と
な
る
と

：'
い
.う
意
味, 

.
で
、
重
視
さ
れ
て
い
た
。
.つ
め
ぐ
さ
は
大
麦
も
し
々
：は
燕
麦
と

1

緒
に
初
春
に 

播
か
れ
る
か
、
ま
た
は
小
麦
も
し
く
は

7:
七
麦
と
：|緒
；に
冬
期
に
播
か
：れ
る
こ 

と
と
さ
れ
た
。
緑
肥
と
し
て
の
こ
れ
ら
の
植
物
の
効
用
に
：関
し

.
て
は
.：
、

若
干
の 

疑
問
が
あ
り
た
。
ジ
ィ

.ド

.？
に
よ
れ
ば
、
：
休
作
地
.
.に
え
ん
ど5
や
か
ら
す
の.え
，
 

ん
ど
う
を
播
く
こ
と
：は
よ
い
こ
と
で

.は
な
い0
:な
ぜ
&'
ら
、
.
こ
れ
ら
の
植
物
は 

土
地
.を
疲
労
さ
せ
る
か
ら
と
い
っ
て
い
る

(

躍.
.
九
〇
.

)

。
パ 

イ
ギ
リ
.ス
で
か
ぶ
ら
が
休
耕
地
の
作
物
と
し
て
、
.ま
た
家
畜
の
飼
料
と
し
て 

;
翁

培

さ

れ

て

ぃ

だ

こ

”

と
を
'
み

：
て
ノ
：
百
^

^

|

ゅ
な
が
：に
も
こ
：の
植
物
に
対
し
相

当
'の

證

が

：払
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
百
科
全
書
：
 

に
は
か
ぶ
ら
に
つ'い
て
何
の
記
述
も
な
い
。
一
た
だ

.「

か
ぶJ.

と
'い
5
項
目
に
お 

い.
て
、
か
ぶ
ら
が
フ
ラ

.
ンK

で
は
人
間
の
金
糧
と
し
て
普
及
し
て
い
る
こ
と
が 

記
述
さ
れ.
て
い
る
だ
け
で
、
.休
耕
地
の
作
物
な
い
し
飼
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
へ 

と
い
う
記
述
は
な
い

(

2

‘
四

九-
:.
:
;
.
'.
:
' 

:

.
.

k

か
に
新
種
と
いえ
ば
、
米
とと
う
も
ろ
こ
し
の
ニ
つ
が
挙
げ
ら
れ
よラ
。 

と
う
も
ろ
こ
し
に
関
し
て
ば
、

:

と
く
に
熱
心
で
あ
ケ
た
。
' 

一
人
の
寄
稿
者
は
、

こ
の
作
物
の
栽
培
が
ほ
と
ん
ど
世
界
的
に
普
及
し
て
い
る
こ
と
、
ア
メ
リ
カ

^

.
土
、
ア
ジ
ア
の
一
部
、
ア
フ
リ
カ
、
：
ト
ル
コ
で
：は
そ
れ
以
外
に
食
物
が
な
い
こ

： 

と
を
述
べ
て
い
る
。

.
こ.
の
著
者
は
、
大
量
の
と
う
■も
ろ
こ
し
が
ス
ペ
イ
ン
で
載 

培
さ
れ
て
お
り
、

N

ラ
，ン
ス
で
も
栽
培
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た

(

K.
. 

:
八
八
八)

0 
■

「

米」

..
に
関
す
る
項

E
I.

に.
お
い.
て.
ジ
a 
I
ク
：！ル..
は
、.

フ
ラ
ン
ス
'
が 

米
のi

を
イ
タ
リI
、
，
ス
ぺ
イ
シ
に

f

し
て
い
る
こ
と
を
悲
し
ん
だ
。
彼 

は
米
が
人
間
の
食
物
と
し
て
最
適
：で
あ
る
と

.
と.
を
示
し
、
政
府
は
人
.
ロ
増
加
：
の 

促
進
の
た
め
に
も
策
の
生
産
を
保
護
育
成
す
ベ
き
で
本
る

.
と
し
た.
0
彼
：は
ま
た 

米
の
生
産
が
、
十
八
世
紀
の
：案
以
来
ル
彳

.：

シ
イ
ロ
ン
：に
お
い

V

幾
止
.さ
れ
て 

い
る
と
し.た
。
と
こ
ろ
が
.
：こ
の
地
汸
は
米
の
生
産
の
た
め
.に
は
最
適
地
で
あ
っ 

た

(

观.

三
〇
六0

:
?

お
そ
ら
く
も
っ
と%•-
歓
迎
さ
れ
た
新
種
は
、

.
ア
メ
リ
カ
か
ら
移
入
さ
れ
た
馬

.

.  

鈴
薯
で
あ
ろ
ヶ
。
そ
し
て
十
八

.
世
紀
の
：議
ま
で
に
馬
鈴
薯
は
フ
ラ
ン
ス
の

#

: . 

地
で
家
帝
の
た
め
の
飼
料
と
し

.
て
栽
培
さ
れ
る
よ5:
に

な

：
っ
た
。

し
か
し
：
い
ま

' . 

免
人
間
の
食
糧
と
し
て

n

は
な
か
：々

た
。
西
科
全
書
は
馬
鈴
薯
に
対
す
石
見
方
一
、

の
変
化
：の
起

.
っ
私
こ
ど
を
汞
し
、て
い
る
。
第

.
一
三
巻
の「

じ
ゃ
が
：い
も

」

な
る 

:

項
目
で
は
、

：

馬
鈴
薯
が
当
時
.
ョ
* 
ロ 
：r
。ハ
、
の
多
く
の

)

国
々
で
栽
培
さ
れ
て
い
た 

.
こ
上
が
述
べ
：ら
れ
て
い
る
。

.
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
い
え
ば
、

ロ

 
I
レ
1

ヌ
、'
ァ
：ル
ザ
ス
、U:
ォ
ネー

、
ビ
ィ
ブ
レ
、
ド
ー
フ
.ィ
ー
ネ
の
農
民
が
そ
の
主

.

.

.

.
' 

.

.

. 

....
 

-

，要
な
栄
養
を
馬
鈴
薯
に

：

負
，- ?
て
い
た
と
い
う
記
述
が

.
み
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の 

項
目
は
、
むb
ろ
廳
乾
薯'に
対
す
る
蔑
視
を
も

^
て
結
論
ど
し
て
い
る
。
い
わ 

，'く
、
，

T

馬
鈴
薯.
は
適
当
な
食
物
の

.
な
か
に
い
れ
る
こ
と

.
が
で
き
な
い
.。

し
か
し 

そ
れ
は
、

.
た
だ
腹.
い
ら
ぱ
い
食
べ
る
こ
と

.
だ
け
考
え
て
い
る
人
々
に
は
、
健
康 

の
た
め
の
十
分
豊
富
な
泶
養
と

.
な
る
。
馬
鈴
薯
は
常
用
者
の
胃
腸
に
ガ
ス
を
た 

め
.る
と
い
う
意
味
で
疋
に
非
難
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

、
'し
か
し
農
民
や 

.
抓
夫.
の
：丈

夫

な

胃

.
に
：と
ク
て
少
量
の
ガ
ス
が
何
に
な
る
か

」

：と'
X I

‘
四)

。
補 

遺
の
第
四
卷
の
同'

>1.;

の
®.

に
関
す
る
項
肖
で
は
、
扱
い
：方
が
ま
ら
た
く
変
っ 

て
来
て'い
る
。:

エ
ン
ジ
キ
ル
の
筆
爲
な
り
、

.
四

0
行
の
長
さ
：を
有
す
る
そ
の
項 

自
は
、■
十

<
世
紀
の
七0
羡
ま
で
に
馬
鈴
薯
が
進
歩
的
な
農
学
者
の
関
心
の 

'対
象
に
な
っ
ズ
い
た
こ
と
を
ボ
し
て
い
る
。
.彼
は
馬
鈴
薯
の
高
い
生
産
性
を
強 

.
調
し
て
、
'彼
が
直
接
輸
入
し
そ
し
て
観
察
し
た
種
々
な
種
類
に
つ
い
て
書
い
て 

■

い
た
。.
つ
い
で
燒
翁
耕
作
に

.
'つ
い
て
詳
細

.
な
議
論
を
示
し
た
。
い
わ
く
、

「

馬 

鈴
薯
ほ
ど
注
意
深
い
耕
作
を

.
必
要
と
す
る
作
物
は
：な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
馬 

'
鈴
薯
は
，か

.
か
る
瘛
慮
を
士
分
に

#
済
す
る
こ
と
が
で'き
る」

と(

辅
遗
¥
.
四 

-b
H〕 .
o::
 

'

'

- :

.

.

M
#.
:

百
科
全
書
の
寄
馨
た
ち
は
、

.
議

に

ぉ

け

る

.い
か
な
る
他
の
隱 

、
：' '
に
対
ん’
ょ

9
も

£
の
醫
に
対
し
て
ー
層
の
洼
意
を
向
け
て
い
た

-.
°:
1
三
の



•

が
肥
料
の
問
題
を
值
接
に
取
扱
ロ
、
ほ
か
：に
多
数
の
：項
目
で
多
：か
れ
少
な
：：：
 

か
れ
肥
料
に
つい
て
^
ベ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
っ
と
も
一
般
的
に 

論
じ
灸
ル-
P
ヮ
の
執
筆
に
.
な
る
‘—1
肥
料」

'と
い

う

項

目

に

：お
い

て

は

、

肥
料
：，； 

が
農
業
の
最
大
の
基
礎
だ
?>
'
'こ.
と
、
肥
料
は
耕
作
の
不
備
を
補
充
し
、
ま
た
天
： 

候
の
不
順
す
ら
燒
正
す
る
と
と
が
主
張
ざ
れ
て
い
た
。
し
か
令
に

「

肥
料
ぱ
高\:
'
 

価
で
あ
る
？
従
っ
て
耕
作
者
の
肥
料
に
対
デ

.
る
;{
±{
費

は

も

：
っ
：
と

も

刺

子

負

担

の

''. 

重
い
投
資
で
あ
る

J

と
さ
れ
た9
と
；
の
，た

め

；

「

法

律

と

慣

行
±
K
A
iH
な
利
子
を. 

助
長
す
べ
き
で
あ
る1-
こ
と
が
寘
先
に
強
調
さ
れ
各
の
で
あ
る
。

.
ル

，
ロ
ヮ
、
の

：
厂 

主
張
に
：は
、
：知
ち
れ
る
ご
と
く
、
：肥
料
が
耕
地
を
赃
沃
に
さ
：せ
る
：こ
と
、
作
物

.
：.
 

に
対
す
名
栄
養
を
十
分
に
保
証
す
る

)」
：
と
の
ニ
つ
へ
の
主
張
が
あ
っ
ヾ
た
。
：

#
は
、
;: 

何
回
も
鋤
返
す
と
い
う
考
え
方
を
非
と
し
よ
う
と
す
る
積
り
は

'な
か
っ
た
。
し 

か
し
彼
に
よ
れ
ば
、
.土
地
が
繰
返
し
何
度
も

»
返
さ
れ
よ
う
と
も
、

.

.も
し
穀
物,. 

が
ま
え
も
：？
て
肥
料
の
与
え
ら
れ
て
い
な

.
い
土
地fc
播
か
れ
各
な
ら
ば
、
土
地
'

は
冬
の
終
り
ま
で
に
沈
下
し
、
作
物
の
根
が
地
上
に
瑰
ゎ
れ

.
る
で
あ
ろ‘う
。.
肥
，
 

料
は
、
た
え
ず
酸
酵
を
練
け
る
こ
と

.
に
よ
っV

、

この ...

よ

う
な
沈
ア
を
防
止
ノ 

し
、'
耕
地
を
よ
り
よ
く
す
る
0
ル
‘ 
ロ
ゥ
は
、
作
物
の
発
育
が

.
、
肥
料
を
与
え'.. 

る
こ
と
に
よ
.
っH

よ
り
も
土
地
を
売
全
に
細
か

V

鋤
く
こ
と
把
よ
.っ
て
耕
作
の 

た.
め
1

し
た
土
地
に
播
か
れ
る
場
合
よ
ゲ
大
で
あ
る
と
す
る
論
者
を
非
難
し

._ 

た
。.
そ
し
■て
続
け
て
い
.
わ.
く
、
—1
土
地
を
均
等
.
に
粉.
#
す
る
こ',_と
"で
肥
沃
.な
土 

地
を
十
分
に
用
意
す
る
'こ
と.
が
で
き
る
と
信
ず
る
わ
け
に

..
：；'か
な
い
。
た
え
ず
. 

生
産
を
続
け
る
こ
と
は
こ
の
土
地
を
不
毛
に

.
す
る
に
違
い
な
い
。
肥
料
の
み
が

.. 

土
地
を
再
び
肥
沃'に
す.
る
で
あ
ろ
う

j

と
。
習
意
す
ベぎ

f i

.
ル
:•

■.
.
.
ロ

ワ
、が
、.

.

.

.:
五
八
：
：

(

ー0
七.
八)

：

：.

.
肥
料
は
作
物
の
栄
養
.
と
：レ
ズ
不«1
;
欠
な
塩
分
ゃ
脂
肪
を
含
ん
で
ぉ
ひ
、
作
物
そ 

の
も
の
す
ら
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
て

.
い
く
と
へ
主
張
し
て
い
る
点
で
あ
る

(

V
.

六 

八

四
0
こ
の
な
が
い'項
目
の
.な

か

で

ル
-
ロ
ヮ
は
、
同
時
に
、
.使
用
さ
れ
て 

.
い
へ
る
肥
料'の
癀
類‘
使
用
の
時
期
と
方
法
に
：つ

.
い
て
観
察
し
て
い
る
。
肥
料
の 

な
か
で
、
彼
に
よ
れ
ば
、
：
■家
畜
の
糞
が%:
っ
と
も
一
般
；に
.知
ら
れ

®

用
さ
れ
て. 

1>
る
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
ら
：が
す
べ
て
の
土
地
に
適
当
し
な
い
こ
と
、
：
羊
の
糞 

は
不
毛
地
や
か
た
：

.
い
土
地
ぼ
最
適
で
あ
り
ヽ
馬
の
糞
は
か
た

.
い
土
地
に
向
き
、

.

半
の
糞
は
柔
か
い
土
地
に
適
当
で
あ
る
と
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
原
則
と
し 

て
糞
は
休
閑0

あ
い
だ
に
土
地
に
散
布
さ
れ
た
。

'

そ
し
て
そ
の
あ
と
で
：燕
麦
や 

大
麦.

が
播
か
れ
た
。
そ
し
て
再
び
肥
料
が

•

与
え
ら
れ
て
他
の
：穀
物
が
取
獲
さ
れ 

る

フ

ル

は

更

に'

付
言
し
て
、

.

：休
作
の
第
二
年
目
に
土
地
を
遊
ば
せ
る
か

.
 

わ
：り
：に
、
；
克
ん
ど
ぅ
ま
た
は
か
ら
：す
の
え
ん

'

ど
ぅ
を
播
く
こ
と
を
奨
励
し
た

0
 

そ
れ
ら
は
、
彼

に

従

え

ば

「

優
秀
な
飼
料
と
な
り
、
雑
草
を
駆
逐
し
、

-.
土
地
を 

'

太
し'

て
疲
弊
さ
せ
る
こ

.

と.

^

し.

に.

柔.

が
く
し
、
土
地
を
穀
物
の
取
穫
の
た
め

.

に
' 

よ
り
向
く
よ
ぅ
に
ず
る

」

。
：：使
用
オ
る
際
に
、

.

糞
は
手
で
散
布
さ
れ
る
か
、
象 

畜
に

4

'

っ.

て
直
接
に
：落
さ
れ
る
か
で
あ
る
。
若
干
の
農
民
は
土
地
..に
施
肥
す
る 

目
的
で
羊
の
.群
を
賃
借
り
し
た
こ
と
を
彼
は
指
摘
し
て
い
る

?
.
六
八
S
 
0
 

無
機
の'

肥
斜
で
は
泥
灰
が
と
く
に
重
視
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
種
の
肥
料
は
地 

中
深
く
埋
蔵
さ
れ
、

.

少
数
の.

地
方
に
お
い
て
豊
富
に
産
し
た
.。
そ
し
て
主
と
し 

て
富
裕
な
農
業
者
に
よ
：
っ
ズ
使
用
さ
れ
て
い
た
。

.

ル.

V
 

ロ
ヮ
そ
の
他
も
泥
灰

？) 

効

果

に

：
つ
ゝ
い
て
十
分
に

§

|

^

て
い
た
。

晃

灰1—
な
る
項
目
の
著
者
に
よ
れ 

ば
、..-

:

そ
れ
は
：湿
地
帯
に
和
い
て
も
つ

.

と
も
効
果
を
現
わ
し
た
。
更
に
こ

の
著
者

は
続
け
て
，
泥
灰
が
吸
収
性
を
有
し
、
そ
の

'

ァ
ル
ヵ
リ
性
の
ゆ
克
に
，
か
か
る

..
 

地.

方
に
特
微
的
な

.

酸
性
土
を
，中
和
す
る

.

.

こ
と
が
で
き
.る
と

_
い」

っ.

た.

。.「

，
こ
.
の
酸 

性
土
を
泥
灰
と
結
合
す
る
こ
と
に
よ
マ
て
、
科
学
者
の
言
に
従
え
ば
、
そ
と
に

、
.
 

.

作
物
を
豊
富
に
す
る
と

.

と.

の
で
き.

る
中
性̂

を.

つ.

く

り

出

す

，の

.

.

で.

あ

る1 _-.. 

(

X

*

一
三
一
一

)

。
し
か̂

そ
の
他̂

に
，お
い
て
、

泥
灰̂
使
用
に
よ
づ7:
土
地
ば
ま 

え
よ
り
も
惡
い
状
態
に
お
ち
い
る
ど

a；-
が
指
摘
さ
れ
：て
い
だ
。
こ
め
論
者
に
：：よ 

,

れ
ば
、
ッ
そ
の
土
地
に
爽
要
と
な
る
泥
灰
は
回
を
追
气
て
増
大
し
ヽ
土
地
は
い
わ 

ゆ
る
麻
塊
靈
に
な

：

っ
て
し
ま
う
と
い
う
の

.
で
あ
：々

た(

V 

'六
八
五° 0.

.-

肥
料
を
扱
マ
た
他
の
項
因
の
多
ぺ
も
、

±
地
に
対
す
る
施|0
'
と
い
う
問
題
に
. 

関
し
そ
当
時
か
な
り
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て

VV-
た
と
いy
.
こ
：と.
を
：反
映
し
.
て
.い 

る
。.
農
学
者
た
ち
.
は
肥
料
の
必
要
性
を
雅
解
し
て
い
た
。

:■
ま
た
同
時
に
彼
等
：ィ 

は
、
家
畜
の
不
足
の
た
め
に
肥
料
が
十
分
で
な
か

-?
た
こ
と
を
知
？
て
い
た
？ 

こ
の
た
：め

.
泥

灰
-.
灰
：
...肇

、
お
が
屉' ..
塩
が
肥
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う 

奨
励
さ
れ
て
い
た
。
：例
え

ば
F_

」

.

.
と
い
う̂

^
は

も
.-
?:
ば

ら

に

関

連: 

し
て
述
べ
、て
.
い
吝
。
：六
行
半
と
い
5
な
が
さ
の
：；な
が
セ
、

.

燃
料
とU
て
の.

 ̂

に
つ.
い
て
の
記
述
は
ま
っ
た
く
な
い

.
：

(

观.
'
三
-
三
：

)

タ

.
'
'

:
牧
畜
。
ル:.-

ロ
ヮ
は
、
肥
料
の
使
用
が
牧
齑
業
の
発
展
を
前
提
^
ず
る
も
の 

で
'あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

''
し
か
し
百
科
全
書
派
.
は
、：
牧
畜
業
に
何
ら
関
心 

を
示
さ
な
か
っ
た
。
れ
ず
か
に

.
ド
ー
べ_
シ
：卜
ン
：が
羊
の
.
改
良
に
，努
力
.
し
て
い
た 

だ
け
に
ず
ぎ
な
.
い
:0
.:
と

い
う

項
目
で
は
'、
.
農

業

経

営

に

お

け

る

婆

因 

と
し
て
：の
牛
に
つ
.い
て
は
何
の
記
述
も
な
ぐ
、
も

？
ぱ
ら
神
話
•
彫
刻

•：

闘
午 

の
牛
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
.；,
'f t,
丸.
一一16
0

:「

山
羊」

と
い
う
項
目
：で
は
、
そ

'
 

靨
.

0

れ
：が
評
判
さ
れ
岑
ほ
ど
：わ
る
い
動
物
で
は
な

.
い
こ
>'
、'.
そ
：の
：乳
か
ら
普
通
の
チ 

丨
X
を
製
造
ず
る
：こ
と
が
可
能

.
な.
こ
、と
が
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど
ま
：る
。
し
か
し 

同
じ
項
目
の
な
.
か
で
、
' .山
串
が
、
：
有
毒
な
唾
液
を
も
つ
有
害
な
動
物
で
あ
る 

と
考
，ぇ

ら

れ

て

い

る

。
：

.
現

起

山

羊

は

：ニ
ー
ベ
.ル

ネ

や

べ

リ

ー

に

お

い

て

幾

止

さ 

れ
、:,
:_

た
多^
^
地
方
私
お
；い
て
単
に
そ
：の
：飼
養
が
黙
認
さ
れ
て
い
た
と
す
る 

(

早
台
ー
ニ
へ
ー

^/
氣

-̂
毛
エ
業
と
^
関
係
に
お
い
て
主
と
し
て
注
意
を
向
け
ら 

れ
る
に
と
ど'ま
？
て
い
た':.(

1 '-
-,
1
七
八°0.
.
家
畜
め
ぅ
ち
で
、
.た
だ
役
畜
と
し 

て
利
用
さ
れ̂
ぃ
；た
牛
と
祷
叹
み
が
ヾ
百
科
全
書
で
は
重
大
な
関
心
を
寄
せ

G 

れ
て
い
た?:
と
く
^
馬

は
鋤
，を
^!
ぐ
貴
重
：な
動
物
と
し
て
、
.
と
べ
に
重
農
学
者 

の
珍
童
す
る
と:-
ろ
と.
な
、っ
.
で
い
；
だ
：
の
：
で
あ
る

0
童
農
学
者
は
、
な
が
続
き
す 

る
が
1>
か
1.
お
そ
い
半
に
：
か
わ

.
っ
：
て
、
：
1

售
す
る
こ
と
に
絶
大
な
期
待
を 

■■
寄
せ
で
：い
た
。
馬
ほ
彼
等
に
と

.
^
人
間
の
大
切
.
な
友
人
と
感
ぜ̂*
れ
た
b
.「

小 

:
作
人
：1:
と
1,
>
ラ
項
目
で
ヶ
ネ1
は
、
漸
し
い
仕
方
の
軿
作
に
：ぉ
ぃ
て
は
牛
に
か 

わ.
っ「

て
馬
を̂

^
す
べ
き
こ
と
と
し
.
、
牛
の
使
用
と
そ
.
フ
ラ
ン
ス
農
業
の
お
：く 

.
れ
に
と
っ.
て
寶
任
が
：
^:
る
こ.
と.
%'-
主
張
し..て
い
た
の.で
あ
る.
..
:(

\1
•
五)

一一
..九
I

.

.
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渡
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國
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(
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